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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の音声成分からなる入力音声信号の、前記複数の音声成分の一部を主たる成分とす
る第１成分主体信号を、ゲイン制御して出力する第１成分ゲイン制御部と、
　前記第１成分ゲイン制御部において、前記第１成分主体信号の出力レベルを一定とする
ような第１成分ゲイン制御信号を生成する第１成分ゲイン制御信号生成部と、
　前記入力音声信号の、前記第１成分以外の他の音声成分を、前記第１成分以外の他の音
声成分の出力レベルがそのままの状態となるよう出力する他成分出力部と、
　を備える音量補正装置。
【請求項２】
　請求項１の音量補正装置において、
　前記第１成分ゲイン制御部の出力信号と、前記他成分出力部の出力信号とを加算した加
算出力信号を、音量補正後の音声出力信号とする音量補正装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の音量補正装置において、
　前記入力音声信号から、第１成分主体信号を分離して前記第１成分ゲイン制御部に供給
する第１の分離部と、
　前記入力音声信号から、前記第１成分主体信号を減算することにより、前記第１成分以
外の音声成分を主体とする第２成分主体信号を分離して、前記他成分出力部に供給する第
２の分離部と、
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　を備える音量補正装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の音量補正装置において、
　前記入力音声信号は、複数チャンネルの音声信号からなり、
　前記第１成分主体信号は、前記複数チャンネルの音声信号の１チャンネルの信号である
　音量補正装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の音量補正装置において、
　前記第１成分主体信号は、人声信号を主たる成分とするものである音量補正装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の音量補正装置において、
　前記第１成分主体信号は、センターチャンネルの信号である音量補正装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の音量補正装置において、
　前記第１成分主体信号は、前記入力音声信号のセンター集中定位信号である音量補正装
置。
【請求項８】
　複数の音声成分からなる入力音声信号の、前記複数の音声成分の一部を主たる成分とす
る第１成分主体信号を、ゲイン制御して出力すると共に、
　前記第１成分主体信号の出力レベルを一定とするような第１成分ゲイン制御信号を生成
し、
　前記入力音声信号の、前記第１成分以外の他の音声成分を、前記第１成分以外の他の音
声成分の出力レベルがそのままの状態となるよう出力する
　音量補正方法。
【請求項９】
　入力音声信号のゲインを制御して音量補正する音量補正装置であるコンピュータを、
　複数の音声成分からなる入力音声信号の、前記複数の音声成分の一部を主たる成分とす
る第１成分主体信号を、ゲイン制御して出力する第１成分ゲイン制御部と、
　前記第１成分ゲイン制御部において、前記第１成分主体信号の出力レベルを一定とする
ような第１成分ゲイン制御信号を生成する第１成分ゲイン制御信号生成部と、
　前記入力音声信号の、前記第１成分以外の他の音声成分を、前記第１成分以外の他の音
声成分の出力レベルがそのままの状態となるよう出力する他成分出力部と、
　として機能させる音量補正プログラム。
【請求項１０】
　請求項１の音量補正装置を備える電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばテレビ放送受信機などに代表される電子機器の音声出力部に適用し
て好適な音量補正装置、音量補正方法および音量補正プログラム、音響装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ放送受信機で受信する放送チャンネルを切り替えたときや、ＡＶ（Audio－Visua
l）システムにおいて、ＡＶセンタで複数の入力機器の切り替えがなされたとき、コンテ
ンツ間のレベル差により、出力音量に大きな変化が生じてしてしまうことがある。
【０００３】
　このような場合、ユーザは、自分が好みの音量にするためには、リモコン等を用いてボ
リューム操作をして音量調節する必要があり、わずらわしさを感じる場合がある。
【０００４】
　また、同一コンテンツ内（例えば、同一の放送チャンネル内や同一の放送番組内）にお
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いても、コマーシャル（ＣＭ）部分やシーンの変化によって、出力音量が変化し、不快に
思うことがある。
【０００５】
　この問題を解決する音量補正方式が従来から種々提案されている。その一例のＡＧＣ（
Auto　Gain　Control；自動利得制御）による音量制御方式が広く知られている。
【０００６】
　図２８は、このＡＧＣを用いた音量補正部の構成例を示すブロック図である。この図２
８の例は、左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲについて音量補正をする
場合である。
【０００７】
　すなわち、この例においては、左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲは
、それぞれ、ゲイン制御信号によりゲインが可変制御される可変ゲインアンプ１Ｌおよび
１Ｒに供給される。
【０００８】
　また、左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲは、加算部２で互いに加算
される。そして、加算部２からの加算出力信号は、アンプ３にて１／２ゲイン倍された後
、平均レベル検出部４に供給され、この平均レベル検出部４で、加算出力信号の平均レベ
ルが検出される。
【０００９】
　そして、平均レベル検出部４で検出された平均レベルがゲイン制御信号生成部５に供給
される。このゲイン制御信号生成部５では、平均レベル検出部４からの平均レベルと、予
め定められている基準レベルと比較し、その比較結果を用いて両レベルの差がゼロとなる
ようにするゲイン制御信号を生成し、可変ゲインアンプ１Ｌ，１Ｒに供給する。
【００１０】
　可変ゲインアンプ１Ｌ，１Ｒは、ゲイン制御信号生成部５からのゲイン制御信号により
ゲインが可変制御される。この場合、左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉ
Ｒは、この可変ゲインアンプ１Ｌ，１Ｒにおいて、前記加算部２からの加算出力信号の平
均レベルが基準レベルと等しくなるようにゲイン制御される。
【００１１】
　この結果、可変ゲインアンプ１Ｌ，１Ｒから得られる左右２チャンネルの出力音声信号
ＳｏＬおよびＳｏＲは、小さな音は大きく、大きな音は小さく抑えられて、自動的に一定
レベルの音量になるように補正される。
【００１２】
　上述したＡＧＣによる音量補正方式の他にも、種々の音量補正方式が提案されている。
例えば、特許文献１（特許３３２１８２０号公報）には、コンプレッサーを設け、大レベ
ルの音声入力があった場合には、入力レベルに対して出力音声レベルを小さく制御し、音
量をある一定の範囲に制御するようにする方式が開示されている。
【００１３】
　上記の特許文献は、次の通りである。
【特許文献１】特許３３２１８２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上述した従来の音量補正方式は、音声信号全体のレベルを監視して音量制御を行う方式
である。例えばＡＧＣ方式の場合、音声信号全体の平均レベルを基準にして、音量制御（
ゲイン制御）を行った場合、音声信号全体としての音量制御がなされ、うるさい音を出さ
ないようにしたり、聞こえなかった小さな音を聞こえるようにしたりすることができる。
【００１５】
　ところで、例えばテレビ放送受信におけるチャンネル切り替え時や、ＡＶセンタで複数
の入力機器の切り替え時、また、コマーシャル（ＣＭ）部分やシーンの変化時には、その
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変化の前後で音声信号に大きなレベル差が生じることがある。
【００１６】
　このように、入力音声信号のレベルが大きくレベル変動した場合に、そのレベル変化点
での音声信号ゲインの急激な変化を完全に抑えることは困難であり、前記レベル変化点で
出力音声音量レベルが揺れるなど、聴取者に、聴感上、違和感を与える場合がある。
【００１７】
　特に、従来の音量補正方式では、音声信号全体を一律に同様にゲイン制御する方式であ
るため、前記の急激な変化点での音量レベルの揺れに対する違和感が目立つと言う問題が
あった。
【００１８】
　この発明は、上記の点に鑑みて、入力音声信号のレベルが大きくレベル変動した場合に
も、そのレベル変化点における出力音声音量レベルの揺れを目立たなくして、違和感を軽
減することができる音量補正装置および方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記の課題を解決するために、この発明は、複数の音声成分からなる入力音声信号の、
前記複数の音声成分の一部を主たる成分とする第１成分主体信号を、ゲイン制御して出力
する第１成分ゲイン制御部と、前記第１成分ゲイン制御部において、前記第１成分主体信
号の出力レベルを一定とするような第１成分ゲイン制御信号を生成する第１成分ゲイン制
御信号生成部と、前記入力音声信号の、前記第１成分以外の他の音声成分を、前記第１成
分以外の他の音声成分の出力レベルがそのままの状態となるよう出力する他成分出力部と
、を備える音量補正装置を提供する。
【００２０】
　この構成のこの発明によれば、入力音声信号のうちの第１成分主体信号については、例
えば従来と同様の出力レベルが一定となるようなゲイン制御が実行されるが、第１成分以
外の他成分については、前記第１成分以外の他の音声成分の出力レベルがそのままの状態
となるよう出力される。
【００２１】
　したがって、第１成分主体信号については、従来と同様に、入力音声信号のレベルが大
きく変動したレベル変化点においては、出力音声音量レベルの揺れが発生するが、第１成
分以外の他成分については、そのような音量レベルの揺れは発生しないようにできる。
【００２２】
　このため、ゲイン制御後の第１成分主体信号と、第１成分以外の他成分の音声信号とが
音響再生された場合、その音響的な合成により、第１成分主体信号についての音量レベル
の揺れは、第１成分以外の他成分の音声信号の再生音によりマスキングされる。これによ
り、レベル変化点での音量レベルの揺れが目立たなくなり、違和感が軽減される。
【００２３】
　また、ゲイン制御後の第１成分主体信号と、第１成分以外の他成分の音声信号とが加算
された音声信号を、音量補正音声出力信号とされる場合にも、同様のマスキング作用によ
り、レベル変化点での音量レベルの揺れが目立たなくなり、違和感が軽減される。
【発明の効果】
【００２４】
　この発明によれば、第１成分主体信号と、第１成分以外の他成分の音声信号とが、異な
るゲイン制御態様で出力されるので、入力音声信号のレベルが大きく変動したレベル変化
点での音量レベルの揺れが目立たなくなり、違和感が軽減される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、この発明による音量補正装置の実施形態を、図面を参照しながら説明する。以下
に説明する音量補正装置の実施形態は、テレビ放送受信機の音声出力部に用いられた場合
である。
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【００２６】
　すなわち、図２は、テレビ放送受信機の構成例を示すブロック図である。この図２の例
のテレビ放送受信機は、マイクロコンピュータを具備して構成される制御部１０を備える
。この制御部１０には、リモコン受信部１１が接続され、このリモコン受信部１１でリモ
コン送信機１２からのリモコン信号を受けて、制御部１０に伝達する。制御部１０は、受
信したリモコン信号に応じた処理制御を実行する。
【００２７】
　制御部１０は、テレビ放送受信機の各部に対して制御信号を供給して、テレビ放送信号
の受信およびその映像再生および音声再生の処理を実行する。
【００２８】
　チューナ部１３は、制御部１０からのユーザのリモコン操作に応じたチャンネル選択制
御信号により指定される放送チャンネルの信号を、テレビ放送波信号から選択抽出する。
そして、チューナ部１３は、選択抽出した放送チャンネルの信号から、映像信号と、音声
信号とを復調デコードし、映像信号は映像信号処理部１４に供給し、音声信号は、音声信
号処理部１５に供給する。
【００２９】
　映像信号処理部１４では、制御部１０からの制御を受けて、映像信号についての所定の
処理をし、その処理後の映像信号を表示制御部１６を通じて、例えばＬＣＤ（Liquid　Cr
ystal　Display）からなるディスプレイ１７に供給する。これにより、選択された放送チ
ャンネルの放送番組の画像がディスプレイ１７に表示される。
【００３０】
　また、音声信号処理部１５では、制御部１０からの制御を受けて、音声信号についての
所定の処理をする。この実施形態では、音声信号処理部１５では、チューナ部１３からの
音声信号から、左右２チャンネルの音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲを生成し、その処理後の
音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲを音量補正部１８に供給する。
【００３１】
　音量補正部１８は、この実施形態の音量補正装置が適用される部分であり、その入力音
声信号ＳｉＬおよびＳｉＲは、後述するようにして、音量補正され、出力音声信号ＳｏＬ
およびＳｏＲとし出力される。そして、この音量補正部１８からの出力音声信号ＳｏＬお
よびＳｏＲが、スピーカ１９Ｌおよび１９Ｒに供給されて、音響再生される。これにより
、選択された放送チャンネルの放送番組の音声がスピーカ１９Ｌおよび１９Ｒから放音さ
れる。
【００３２】
　以下、この音量補正部１８の場合として、この実施形態の音量補正装置について説明す
る。
【００３３】
　［音量補正装置の第１の実施形態］
　図１は、この発明の音量補正装置の第１の実施形態としての音量補正部１８の全体の構
成例を示すブロック図である。
【００３４】
　この第１の実施形態では、入力音声信号は、左右２チャンネルの音声信号とされる。そ
して、第１成分主体信号は、左右２チャンネルの音声信号中の主として人声成分を主体と
する信号（以下、声主体信号という）とされる。また、第１成分以外の他の音声成分は、
左右２チャンネルの音声信号のうちの、この声主体信号以外の、いわゆる臨場音とされる
。この臨場音を主体とする信号を、以下、臨場音主体信号という。
【００３５】
　この図１に示すように、この第１の実施形態においては、左右２チャンネルの入力音声
信号ＳｉＬおよびＳｉＲは、声主体信号と臨場音主体信号との分離部２０に供給される。
この例の分離部２０は、センター集中定位信号検出部２１と、２個の減算部２２，２３と
からなる。



(6) JP 4844622 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

【００３６】
　センター集中定位信号検出部２１には、左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよび
ＳｉＲが共に供給され、左右チャンネルの中央（センター）に定位するセンター集中定位
信号として、声主体信号Ｓｖを検出する。センター集中定位信号検出部２１で検出された
声主体信号Ｓｖは、減算部２２および２３に供給される。
【００３７】
　減算部２２では、左チャンネルの音声信号ＳｉＬから、声主体信号Ｓｖが減算されて、
左チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬが得られる。また、減算部２３では、右チャンネル
の音声信号ＳｉＲから、声主体信号Ｓｖが減算されて、右チャンネルの臨場音主体信号Ｓ
ｓＲが得られる。
【００３８】
　こうして、分離部２０では、２チャンネル音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲから、声主体信
号Ｓｖと、左右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲとが分離されて得られる
。
【００３９】
　そして、この分離部２０からの声主体信号Ｓｖは、第１成分ゲイン制御手段の例として
の可変ゲインアンプ２４を通じて加算部２７および２８に供給されると共に、声レベル補
正ゲイン生成部３０に供給される。
【００４０】
　この例では、声レベル補正ゲイン生成部３０は、平均レベル検出部３１と、ゲイン制御
信号生成部３２とからなる。平均レベル検出部３１は、声主体信号Ｓｖの平均レベルを検
出して、その検出した平均レベルをゲイン制御信号生成部３２に供給する。
【００４１】
　ゲイン制御信号生成部３２は、声主体信号Ｓｖの平均レベルが、予め定めた基準レベル
となるようにするためのゲイン制御信号（声レベル補正ゲイン値）Ｇｖを生成する。そし
て、ゲイン制御信号生成部３２は、生成したゲイン制御信号Ｇｖを可変ゲインアンプ２４
に供給する。
【００４２】
　したがって、可変ゲインアンプ２４においては、ゲイン制御信号Ｇｖにより、声主体信
号Ｓｖのレベルが大きく変動しても、当該声主体信号の平均レベルが一定レベル（基準レ
ベル）になるようにゲイン制御される。こうして、可変ゲインアンプ２４から出力される
補正後声主体信号Ｓｖｃの出力レベルは、自動的に一定レベルとされる。そして、この一
定レベルとされた補正後声主体信号Ｓｖｃが、加算部２７および２８に供給される。
【００４３】
　一方、減算部２２からの左チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬは、ゲインが「１」のア
ンプ２５を通じて、そのままのレベルで加算部２７に供給される。また、減算部２３から
の右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＲは、ゲインが「１」のアンプ２６を通じて、その
ままのレベルで加算部２８に供給される。
【００４４】
　そして、加算部２７において、左チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬと補正後声主体信
号Ｓｖｃとが加算され、その加算出力として、音量補正された左チャンネルの出力音声信
号ＳｏＬが出力される。
【００４５】
　また、加算部２８において、右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＲと補正後声主体信号
Ｓｖｃとが加算され、その加算出力として、音量補正された右チャンネルの出力音声信号
ＳｏＲが出力される。
【００４６】
　例えば、センター集中定位信号検出部２１からの声主体信号Ｓｖおよび臨場音主体信号
ＳｓＬまたはＳｓＲが、図３（Ａ）および（Ｂ）に示すようなレベル変動を有するものと
する。
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【００４７】
　このとき、声レベル補正ゲイン生成部３０からのゲイン制御信号Ｇｖによる可変ゲイン
アンプ２４での声レベル補正ゲインは、図３（Ｃ）に示すようなものとなる。これにより
、可変ゲインアンプ２４からの補正後声主体信号Ｓｖｃは、図３（Ｅ）に示すような一定
レベルの信号になるようにされる。
【００４８】
　一方、この例では、臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲは、図３（Ｄ）に示すようなゲ
イン「１」の固定ゲインのアンプ２５，２６を通じてそのままのレベルとされるので、ア
ンプ２５，２６の出力信号は、図３（Ｆ）に示すように、図３（Ｂ）に示したものと同じ
レベル変動を有するものとなる。
【００４９】
　以上のようにして、加算部２７および２８に、その一方の入力として供給される声主体
信号Ｓｖｃは、出力レベルが一定となるようにする第１のゲイン制御態様でゲイン補正さ
れる。このため、課題の欄で述べたように、入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲに大きなレベル
変化があったときには、その変化点において音量レベルに揺れが生じる場合がある。
【００５０】
　一方、加算部２７および２８に、その他方の入力として供給される左チャンネルの臨場
音主体信号ＳｓＬおよび右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＲは、この例では、固定ゲイ
ン「１」という第２のゲイン制御態様で、そのままのレベルとなっている。したがって、
入力音声信号が有する元々のレベル変動は有するが、第１のゲイン制御態様によるゲイン
制御による音量レベルの揺れは発生しない。
【００５１】
　したがって、加算部２７および２８からの左右チャンネルの出力音声信号ＳｏＬ、Ｓｏ
Ｒは、補正後声主体信号Ｓｖｃの音量レベルの揺れが、左チャンネルの臨場音主体信号Ｓ
ｓＬおよび右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＲによりマスキングされるようになる。こ
のため、声主体信号Ｓｖｃの音量レベルの揺れが、目立たなくなり、聴取者に対する違和
感が軽減される。
【００５２】
　以上のようにして、この実施形態によれば、声主体信号を、素早く適正レベルに遷移さ
せることによって、人声のレベルの一定感を保ち、台詞などの人声を聞き易くすることが
できる。さらに、この第１の実施形態では、臨場音主体信号は、ゲイン「１」として、元
のレベルを変化させないことによって臨場感が一定に保たれるため、レベルを変えること
による違和感が軽減され、これによってより自然なレベル遷移を実現することができるよ
うになる。
【００５３】
　なお、この第１の実施形態は、声主体信号レベルの変化量が少ない場合に有効である。
【００５４】
　なお、以上の例では、左右２チャンネル用のスピーカにより音声信号を音響再生する場
合であるので、加算部２７，２８を設けるようにした。しかし、左右２チャンネル用のス
ピーカに加えて、センターチャンネル用のスピーカを設けた場合には、補正後声主体信号
をセンターチャンネル用スピーカに供給し、アンプ２５，２６の出力音声信号を左右２チ
ャンネル用のスピーカに供給するようにしても良い。この場合には、センターチャンネル
用のスピーカの放音音声と、左右２チャンネル用のスピーカの放音音声とが、音響的に合
成されることにより、第１のゲイン制御態様によるゲイン制御による音量レベルの揺れが
マスキングされ、目立たなくなる。
【００５５】
　［センター集中定位信号検出部２１の構成例］
　　＜第１の例＞
　図４は、センター集中定位信号検出部２１の第１の構成例を示すものである。この例に
おいては、センター集中定位信号検出部２１は、加算部２１１と、固定ゲイン「０．５」
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のアンプ２１２とからなる。
【００５６】
　そして、この例のセンター集中定位信号検出部２１においては、左右チャンネルの入力
音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲが加算部２１１で加算され、その加算出力信号がアンプ２１２を
通じて出力される。このアンプ２１２の出力信号が声主体信号Ｓｖとされる。
【００５７】
　なお、この第１の例の場合には、声主体信号Ｓｖの平均値は、左右チャンネルの入力音
声信号ＳｉＬ，ＳｉＲの加算信号の平均値に等しくなる。そして、声レベル補正ゲイン生
成部３０は、声主体信号Ｓｖの平均値が一定レベルとなるようにゲイン制御信号Ｇｖを生
成する。よって、この第１の例の場合には、声レベル補正ゲイン生成部３０は、左右チャ
ンネルの入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲの加算信号、つまり、入力音声信号全体のレベルが
一定レベルとなるようにゲイン制御信号Ｇｖを生成していることにもなる。
【００５８】
　　＜第２の例＞
　図５は、センター集中定位信号検出部２１の第２の構成例を示すものである。この第２
の例は、第１の例の出力をそのまま出力するのではなく、第１の例の出力よりも、さらに
センター定位成分のみの成分に応じた信号を得るようにする例である。
【００５９】
　この例においては、センター集中定位信号検出部２１は、第１の例の加算部２１１およ
び固定ゲイン「０．５」のアンプ２１２に加えて、ゲイン調整アンプ２１３と、センター
集中定位率検出部２１４とを備える。
【００６０】
　この例のセンター集中定位信号検出部２１においては、アンプ２１２の出力信号はゲイ
ン調整アンプ２１３に供給され、このゲイン調整アンプ２１３の出力信号が声主体信号Ｓ
ｖとされる。
【００６１】
　そして、この例のセンター集中定位信号検出部２１においては、左右チャンネルの入力
音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲは、センター集中定位率検出部２１４にも供給される。このセン
ター集中定位率検出部２１４においては、入力音声全体に対するセンターに集中的に定位
する信号の割合に応じて、ゲイン調整アンプ２１３のゲインを制御するゲイン制御信号Ｇ
ａｔが生成される。
【００６２】
　そして、センター集中定位率検出部２１４からのゲイン制御信号Ｇａｔにより、ゲイン
調整アンプ２１３のゲインが制御されることで、声主体信号Ｓｖは、アンプ２１２の出力
のうち、センターに集中的に定位する率に応じた信号成分からなるものとなる。つまり、
この第２の例の声主体信号Ｓｖは、第１の例よりも、さらにセンターに集中的に定位する
信号成分からなる信号となる。
【００６３】
　センター集中定位率検出部２１４は、例えば図６に示すような構成を有するものとする
ことができる。
【００６４】
　すなわち、センター集中定位率検出部２１４は、帯域制限フィルタ２１４１，２１４２
と、定位方向検出部２１４３と、定位方向分布計測部２１４４と、センターゲイン制御信
号生成部２１４５とを備えて構成される。
【００６５】
　センター集中定位率検出部２１４に入力された左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬ
およびＳｉＲは、それぞれ帯域制限フィルタ２１４１，２１４２において、例えば低域成
分等、定位方向をあまり感じない周波数帯域の成分が除去される。
【００６６】
　そして、帯域制限フィルタ２１４１，２１４２により帯域制限された２チャンネルの入
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力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲは、定位方向検出部２１４３に供給される。定位方向検出
部２１４３は、帯域制限された２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲのそれぞ
れのレベルの大きさにより、所定の周期毎の定位方向の検出時点における２チャンネルの
入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲが持つ定位方向を検出する。
【００６７】
　すなわち、定位方向検出部２１４３においては、所定のサンプリング周期で、帯域制限
された２チャンネルの入力オーディオ信号ＳｉＬおよびＳｉＲのそれぞれのレベル（振幅
）をサンプリングする。そして、定位方向検出部２１４３においては、この例では、最新
サンプリング時点における定位方向を現時点における定位方向として検出するようにする
。
【００６８】
　この場合、定位方向検出部２１４３は、当該最新サンプリング時点における定位方向を
、入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲのそれぞれについての、当該最新サンプリング時点の
レベルと、それよりも過去のサンプリング時点のレベルとを用いて検出する。
【００６９】
　２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲが、デジタルオーディオ信号であれば
、前記サンプリング周期は、デジタルオーディオ信号のサンプル周期に等しくすることが
できる。もっとも、前記サンプリング周期を、デジタルオーディオ信号の１サンプル周期
と等しくするのではなく、複数サンプル周期とするようにしてもよい。定位方向検出部２
１４３の入力音声信号がアナログ信号である場合には、この定位方向検出部２１４３の入
力段において、デジタルオーディオ信号に変換するようにしても良い。
【００７０】
　この定位方向検出部２１４３における定位方向の検出方法を、図７を参照しながら説明
する。図７（Ａ），（Ｂ）は、左チャンネルの入力音声信号ＳｉＬの振幅をＸ軸にとり、
右チャンネルの入力音声信号ＳｉＲの振幅をＹ軸にとった場合の座標空間を示している。
【００７１】
　定位方向検出部２１４３では、まず、各サンプリング周期毎の定位方向の検出時点にお
いて２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲのそれぞれのレベルを取得して、そ
れに対応する座標点を、図７（Ａ），（Ｂ）の座標空間に、例えばＰ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ
４のように、プロットしてゆく。この例では、Ｐ４が最新の検出時点の座標点であるとす
る。
【００７２】
　そして、定位方向検出部２１４３では、ｙ＝ｋ・ｘ（ｋは定数）で表される直線（Ｘ軸
とＹ軸との交点Ｚを通る直線）を、交点Ｚを中心として±９０°回転させたときに、つま
り、定数ｋを変化させたときに、プロットした座標点Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４が、どの定
数ｋの直線（どの傾き角度の直線）の一番近くを移動してゆくかを算出する。つまり、定
数ｋを変えた各直線からの各座標点Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４までの距離Ｄａ１，Ｄａ２，
Ｄａ３，Ｄａ４あるいは距離Ｄｂ１，Ｄｂ２，Ｄｂ３，Ｄｂ４の総和が最も小さい直線の
定数ｋを算出する。
【００７３】
　そして、定位方向検出部２１４３は、算出した直線の定数ｋに対応する傾き角度を、検
出したい現時点における定位方向とする。図７の例では、Ｘ軸、つまり、左チャンネルの
定位方向（左方向）の角度を０°として、このＸ軸に対する角度（以下、定位角度という
）θを定位方向として検出することとする。
【００７４】
　図７（Ａ）の場合の座標点Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４の例では、定位角度はθａとして検
出され、図７（Ｂ）の場合の座標点Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４の例では、定位角度はθｂと
して検出されるものである。
【００７５】
　なお、この実施形態では、定位方向検出部２１４３においては、現時点（最新サンプリ
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ング時点）の２チャンネル入力音声信号のレベルと、過去のサンプリング時点における２
チャンネル入力音声信号のレベルとは等しい重みで用いてはいない。この実施形態では、
定位方向検出部２１４３においては、現時点に近いサンプリング時点の２チャンネル入力
音声信号のレベルほど重みが大きいものとするようにしている。
【００７６】
　このため、定位方向検出部２１４３では、２チャンネル入力音声信号のレベルのサンプ
リング値に対して、図８に示すように、現時点（この例では最新サンプリング時点ｔｎ）
に近いほど、重みが大きくなるように、指数関数曲線の特性を有する時間ウインドーＷＤ
１が用いられている。
【００７７】
　なお、上述の説明では、処理対象信号時点となる現時点を最新サンプリング時点（最新
サンプル時点）とした。しかし、可変ゲインアンプ２４およびアンプ２５，２６の入力側
に所定時間τだけ遅延させる遅延回路を設けて、処理対象となる現時点を、入力音声信号
ＳｉＬ，ＳｉＲよりも前記τだけ遅延した時点とすることができる。
【００７８】
　その場合には、定位方向検出部２１４３では、処理対象信号時点となる現時点よりも後
（未来）の２チャンネル入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲをも用いて、定位方向を検出するよ
うにすることができる。例えば、図７の例で、処理対象信号時点となる現時点がＰ２やＰ
３の場合とすることができる。
【００７９】
　そして、その場合には、前述した時間ウインドーＷＤ１の代わりに、図９に示すような
指数関数曲線の特性の時間ウインドーＷＤ２が用いられる。この時間ウインドーＷＤ２は
、処理対象信号時点となる現時点ｔｐで最も重みが大きく、現時点ｔｐから離れるにつれ
、過去および未来の方向に重みが小さくなるような指数関数曲線の特性を有するものであ
る。
【００８０】
　なお、現時点の２チャンネル入力オーディオ信号のレベルを、過去および／または未来
のサンプリング時点における２チャンネル入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲのレベルを重み付
けせずに、そのままの値で用いても良い。
【００８１】
　以上のようにして、定位方向検出部２１４３では、現時点においては、２チャンネル入
力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲが、どの方向からの信号であるかを、定位角度θとして検出す
ることができる。
【００８２】
　しかしながら、検出した現時点における定位角度θは、１時点における入力オーディオ
信号の定位方向を一方向に限定したもので、各方向ごとの信号の強さが反映されていない
。そこで、この実施形態では、この点にかんがみ、定位方向検出部２１４３で検出された
現時点における２チャンネル入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲの定位方向の検出結果（定位角
度θ）は、定位方向分布計測部２１４４に供給される。
【００８３】
　定位方向分布計測部２１４４では、予め定められた所定時間区間ｄに渡って定位方向検
出部２１４３で検出された定位角度θの、全方位についての分布を求め、２チャンネル入
力音声信号の定位方向が、どの角度方向にどのくらいの割合を持っているかを計測する。
【００８４】
　この場合、所定時間区間ｄは、例えば数ミリ秒～数百ミリ秒、この例では数１０ミリ秒
に選定されている。そして、この実施形態では、定位方向分布計測部２１４４では、この
所定時間区間ｄにおける定位方向検出部２１４３で検出された定位角度θに対して、定位
方向検出部２１４３における重み係数の特性と同様に重み付けをするようにする。
【００８５】
　すなわち、定位方向分布計測部２１４４では、現時点ｔｐ（この例では、ｔｐ＝ｔｎ（
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最新サンプリング時点））に近づくほど指数関数的に大きくなるような重み付けをする時
間ウインドーＷＤ３（図１０参照）をかけて重み付けをするようにする。
【００８６】
　なお、前述したように、入力オーディオ信号に対して遅延時間τを設けるようにして、
定位方向検出部２１４３での重み付けのための時間ウインドーを、図９のようにする場合
には、定位方向分布計測部２１４４における時間ウインドーも、図９と同様なものとなる
。その場合の時間区間ｄは、現時点ｔｐより未来と過去の両方を含む時間区間となるもの
である。なお、重み付けをせずに、そのままの値で用いてもよい。
【００８７】
　図１１は、この定位方向分布計測部２１４４で求められた定位角度θの分布である定位
方向分布Ｐ（θ）の一例を示すもので、横軸にはＸ軸（左チャンネル定位方向）を基準に
した定位角度θをとり、縦軸には各定位角度の出現度（＜１）をとったものである。ここ
で、この実施形態では、定位方向分布Ｐ（θ）をすべての定位角度θについて総和を求め
たときに１、すなわち、
　ΣＰ（θ）＝１
となるように分布が生成される。
【００８８】
　また、定位角度θと、音声信号の定位方向との関係は、図１２に示すようなものとなる
。なお、図１２に示されている正面方向、左方向、右方向などは、リスナを基準にした方
向名である。
【００８９】
　以上のようにして、定位方向分布計測部２１４４からは、現時点（現サンプリング時点
あるいは現サンプル時点；処理対象信号時点）ごとに、図１１に示すような定位方向分布
Ｐ（θ）の情報が得られる。
【００９０】
　この定位方向分布Ｐ（θ）の情報は、センターゲイン制御信号生成部２１４５に供給さ
れる。センターゲイン制御信号生成部２１４５では、定位方向分布計測部２１４４によっ
て算出された定位方向分布Ｐ（θ）から、センターに集中的に定位する信号ほど、ゲイン
が大きく、その他では、ゲインが小さくなるセンターゲイン制御信号を生成する。
【００９１】
　センターゲイン制御信号生成部２１４５は、図示を省略するゲインテーブルメモリを備
えている。このゲインテーブルメモリには、ゲイン調整アンプ２１３に供給するゲイン制
御信号を生成するためのゲインテーブル情報Ｋ（θ）が予め記憶されている。
【００９２】
　このゲインテーブル情報Ｋ（θ）は、定位角度のすべて（－４５°～１３５°）に対し
て、センター定位方向に重み付けが施されたゲイン特性とされている。図１３に、このゲ
インテーブル情報Ｋ（θ）の例を示す。
【００９３】
　すなわち、ゲインテーブル情報Ｋ（θ）は、この例では、図１３に示すように、正面方
向（センター方向；θ＝４５°）のときにゲインが最大の「１」となる。そして、センタ
ー方向よりも左方向の定位角度範囲（０°～４５°）およびセンター方向よりも左方向の
定位角度範囲（４５°～９０°）では、センター方向から遠ざかるにしたがってゲインが
小さくなるようなゲイン特性とされる。
【００９４】
　センターゲイン制御信号生成部２１４５では、定位方向分布計測部２１４４で求められ
た定位方向分布Ｐ（θ）の情報と、ゲインテーブル情報Ｋ（θ）のゲイン値との、すべて
の定位角度についての積の総和を算出する。
【００９５】
　すなわち、センターゲイン制御信号生成部２１４５は、
　Ｇａｔ＝Σ（Ｋ（θ）×Ｐ（θ））
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として、ゲイン制御信号Ｇａｔを生成する。
【００９６】
　こうしてセンターゲイン制御信号生成部２１４５で生成されたゲイン制御信号Ｇａｔは
、センター集中定位率検出部２１４の出力として、ゲイン調整アンプ２１３に供給される
。
【００９７】
　したがって、ゲイン調整アンプ２１３からは、第１の例よりも、さらにセンターに集中
的に定位する信号成分からなる声主体信号Ｓｖが得られる。
【００９８】
　なお、センター集中定位信号検出部２１としては、上述した第１の例および第２の例に
限られるものではないことは勿論である。
【００９９】
　［音量補正装置の第２の実施形態］
　上述した第１の実施形態では、臨場音主体信号については音量補正は行わないゲイン制
御態様とした。しかし、例えばチャンネル切り替えによる入力音声信号のレベル変動が大
きい場合など、この臨場音主体信号についても、声主体信号と共に、ゲイン制御した方が
良い場合もある。第２の実施形態は、このような場合に対処することができる例である。
【０１００】
　以下に示す第２の実施形態は、第１の実施形態と同様に、図２に示したテレビ放送受信
機における音量補正部１８に適用した場合である。
【０１０１】
　図１４は、この第２の実施形態としての音量補正部１８の全体の構成例を示すブロック
図である。この図１４において、図１に示した第１の実施形態の音量補正部１８の場合と
同一部分には、同一符号を付すこととする。
【０１０２】
　この第２の実施形態においては、加算部２２，２３からの左右チャンネルの臨場音主体
信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対しては、第１の実施形態における固定ゲインのアンプ２５および
２６に代えて、可変ゲインアンプ２５０および２６０を設ける。
【０１０３】
　また、この第２の実施形態においては、前述した第１の実施形態における声レベル補正
ゲイン生成部３０の他に、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇｓ（
臨場音レベル補正ゲイン値）を生成する臨場音レベル補正ゲイン生成部４０を設ける。
【０１０４】
　そして、可変ゲインアンプ２５０および２６０に、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０
からのゲイン制御信号Ｇｓを供給し、左右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに
対しては、声主体信号Ｓｖとは異なるゲイン制御態様のゲイン制御を行うようにする。
【０１０５】
　臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、声レベル補正ゲイン生成部３０からのゲイン制
御信号Ｇｖを受けて、このゲイン制御信号Ｇｖに基づく処理を行って、臨場音主体信号を
ゲイン補正するゲイン制御信号Ｇｓを生成するようにする。
【０１０６】
　ゲイン制御信号Ｇｖに対して、何らかの処理を加えるので、ゲイン制御信号Ｇｖによる
声主体信号Ｓｖに対するゲイン制御態様と、ゲイン制御信号Ｇｓによる臨場音主体信号Ｓ
ｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御態様とは、異なるものとなる。
【０１０７】
　ただし、この場合、ゲイン制御信号Ｇｓによる臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対する
ゲイン制御態様は、入力音声信号の大きなレベル変動に対して即座に追従しないようなも
のとされる。すなわち、第１の実施形態と同様に、この第２の実施形態においても、声主
体信号Ｓｖに対するゲイン制御態様は、入力音声信号のレベル変動に即座に追従して、常
に出力レベルを一定にする。しかし、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御
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態様は、それとは異なり、入力音声信号の大きなレベル変動に対して即座に追従しない特
性のものとされる。
【０１０８】
　この第２の実施形態における声主体信号Ｓｖの処理についての構成は、第１の実施形態
と全く同様である。したがって、加算部２７および２８に、その一方の入力として供給さ
れる声主体信号Ｓｖｃは、出力レベルが一定となるようにする第１のゲイン制御態様でゲ
イン補正される。このため、課題の欄で述べたように、入力音声信号ＳｉＬ，ＳｉＲに大
きなレベル変化があったときには、その変化点において音量レベルに揺れが生じる場合が
ある。
【０１０９】
　一方、この第２の実施形態では、左および右チャンネルの臨場音主体信号ＳｓＬおよび
ＳｓＲは、可変ゲインアンプ２５０および２６０で、第１のゲイン制御態様とは異なる第
２のゲイン制御態様でゲイン制御されて加算部２７および２８に供給される。そして、さ
らに、この実施形態では、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御態様は、入
力音声信号の大きなレベル変動に対して即座に追従しない特性のものとされている。
【０１１０】
　したがって、第１のゲイン制御態様のゲイン制御によって声主体信号について生じる大
きなレベル変化点での音量レベルの揺れは、臨場音主体信号については、発生しない。
【０１１１】
　このため、加算部２７および２８からの左右チャンネルの出力音声信号ＳｏＬ、ＳｏＲ
は、補正後声主体信号Ｓｖｃの音量レベルの揺れが、左チャンネルおよび右チャンネルの
臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲによりマスキングされるようになる。この結果、声主
体信号Ｓｖｃの音量レベルの揺れが、目立たなくなり、聴取者に対する違和感が軽減され
る。
【０１１２】
　［臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の構成例］
　　＜第１の例＞
　入力音声信号のレベル変動あるいは声主体信号Ｓｖのレベル変動が大きく、声主体信号
Ｓｖの出力レベルのみを一定レベルにゲイン制御したときには、元の入力音声信号に対す
るバランスが悪化して、違和感を感じる場合がある。
【０１１３】
　この第１の例は、この問題を改善する場合の例である。図１５は、この第１の例におけ
る臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の構成例を示すもので、この第１の例においては、
臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、ゲイン値変換テーブル部４１からなる。
【０１１４】
　ゲイン値変換テーブル部４１は、声主体信号Ｓｖに対するゲイン制御信号Ｇｖを入力信
号として受けて、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇｓを出力する
ものであり、ゲイン値変換テーブルメモリ（図示は省略）を有する。
【０１１５】
　ゲイン値変換テーブル部４１が備えるゲイン値変換テーブルメモリに記憶されるゲイン
値変換テーブル情報の例を説明するための図を図１６に示す。
【０１１６】
　声主体信号Ｓｖのレベル変動が小さい場合あるいは入力音声信号全体（センター集中定
位信号検出部２１が第１の例の場合）のレベル変動が小さいときには、ゲイン制御信号Ｇ
ｖによる声レベル補正ゲイン値は、Ｇｖ＝１を中心として大きく変化しない。
【０１１７】
　このような場合には、前述した臨場音主体信号と、声主体信号とのバランスは、元の入
力音声信号から大きく外れてはいないので、違和感が感じられることはない。このため、
このようなレベル変動が小さい範囲では、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲは、第１の実施
形態のように、固定ゲイン「１」のアンプを通じて出力してもよい。
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【０１１８】
　そこで、この図１６の例においては、０．７５≦Ｇｖ≦１．２５の範囲では、臨場音主
体信号に対するゲイン制御信号Ｇｓは、常にＧｓ＝１のゲイン値にする。
【０１１９】
　そして、入力音声信号のレベル変動あるいは声主体信号Ｓｖのレベル変動が、このよう
な小さいレベル変動範囲から逸脱する場合には、この例では、ゲイン制御信号Ｇｖに対し
て所定の比を持って、追従して、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲをゲイン制御する。
【０１２０】
　すなわち、図１６の例においては、Ｇｖ＜０．７５となる入力レベルが大きくなる範囲
では、Ｇｓ／Ｇｖ＝ｋ１（＝１／０．７５）の関係を持って、ゲイン制御信号Ｇｖから、
臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇｓを出力するようにする。
【０１２１】
　また、Ｇｖ＞１．２５となる入力レベルが小さくなる範囲では、Ｇｓ／Ｇｖ＝ｋ２（＝
２／２．５）の関係を持って、ゲイン制御信号Ｇｖから、臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲ
に対するゲイン制御信号Ｇｓを出力するようにする。
【０１２２】
　このようにすることにより、声レベル補正ゲインが大きく変動した場合でも、臨場音レ
ベル補正ゲインが、声レベル補正ゲインと一定の比を持って追従するので、声主体信号レ
ベルに対する臨場音主体信号レベルのバランスが大きく開いてしまうことを防止できる。
したがって、レベル変動が大きい場合においても自然なレベル遷移を実現することができ
るようになる。
【０１２３】
　ゲイン値変換テーブル部４１は、声主体信号Ｓｖに対するゲイン制御信号Ｇｖの値をゲ
イン値変換テーブルメモリの読み出しアドレス入力として、対応する臨場音主体信号に対
するゲイン制御信号Ｇｓを読み出して、出力するように構成できる。
【０１２４】
　なお、ゲイン値変換テーブル部４１は、ソフトウエア処理演算による機能手段として構
成することもできる。図１７に、その場合におけるソフトウエア処理演算のフローチャー
トの例を示す。
【０１２５】
　ゲイン値変換テーブル部４１は、入力された声主体信号についてのゲイン制御信号Ｇｖ
のゲイン値を検知する（ステップＳ１０１）。次に、そのゲイン値Ｇｖが、Ｇｖ＜０．７
５であるか否か判別し（ステップＳ１０２）、Ｇｖ＜０．７５であると判別したときには
、Ｇｓ＝ｋ１×Ｇｖなる演算により臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン制御信
号Ｇｓを算出する（ステップＳ１０３）。
【０１２６】
　ステップＳ１０２で、Ｇｖ＜０．７５ではないと判別したときには、Ｇｖ＞１．２５で
あるか否か判別する（ステップＳ１０４）。そして、Ｇｖ＞１．２５であると判別したと
きには、Ｇｓ＝ｋ２×Ｇｖなる演算により臨場音主体信号ＳｓＬ，ＳｓＲに対するゲイン
制御信号Ｇｓを算出する（ステップＳ１０５）。
【０１２７】
　さらに、ステップＳ１０４で、Ｇｖ＞１．２５ではないと判別したときには、０．７５
≦Ｇｖ≦１．２５であることを確認して、Ｇｓ＝１とする（ステップＳ１０６）。
【０１２８】
　そして、ステップＳ１０３，１０４および１０６の後には、ステップＳ１０１に戻り、
以上の処理を繰り返す。
【０１２９】
　なお、上述の説明のゲイン値の数値は、一例であり、これに限られるものではないこと
はいうまでもない。そして、ゲイン値Ｇｖ＝１を中心とするレベル変動が小さい範囲、す
なわち、α≦Ｇｖ≦βの範囲においては、上述の例では、１－α＝β－１としたが、１－
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α≠β－１であっても勿論良い。
【０１３０】
　また、Ｇｖ＜αの範囲での比の値ｋ１と、Ｇｖ＞βの範囲での比の値ｋ２も、一例であ
り、また、ｋ１＝ｋ２であってもよい。
【０１３１】
　この第１の例の場合における音量補正処理動作を、図１８の信号波形のタイミングチャ
ートを参照しながら説明する。
【０１３２】
　この図１８は、上述の第１の実施形態の説明に用いた図３と同様のものである。すなわ
ち、声主体信号Ｓｖおよび臨場音主体信号ＳｓＬまたはＳｓＲが、図１８（Ａ）および（
Ｂ）に示すようなレベル変動を有するとした場合には、ゲイン制御信号Ｇｖによる声主体
信号Ｓｖに対する声レベル補正ゲインは、図１８（Ｃ）に示すようなものとなる。
【０１３３】
　このゲイン制御信号Ｇｖにより可変ゲインアンプ２４がゲイン制御され、その結果、可
変ゲインアンプ２４からの補正後声主体信号Ｓｖｃは、図１８（Ｅ）に示すような一定レ
ベルの信号になるようにされる。
【０１３４】
　そして、この例では、臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇｓ
は、ゲイン制御信号Ｇｖに基づいて上述のように生成されて、図１８（Ｄ）に示すような
ものとなる。
【０１３５】
　このゲイン制御信号Ｇｓにより可変ゲインアンプ２５０および２６０がゲイン制御され
る。その結果、可変ゲインアンプ２５０および２６０からの補正後臨場音主体信号ＳｓＬ
ｃおよびＳｓＲｃは、図１８（Ｆ）に示すように、図１８（Ｂ）に示した臨場音主体信号
ＳｓＬおよびＳｓＲがゲイン制御されたものとなる。
【０１３６】
　なお、上述の説明から明らかなように、この第１の例は、入力音声信号あるいは声主体
信号のレベルが大きく変動する場合に有効であり、入力音声信号あるいは声主体信号Ｓｖ
のレベル変動が小さい場合には、第１の実施形態のままでよい。
【０１３７】
　そこで、入力音声信号のレベル変動を検出し、その検出結果を用いて、臨場音主体信号
に対するゲイン制御態様を自動的に切り替え制御するように構成することもできる。
【０１３８】
　図１９は、その場合の構成例を示すもので、図１９に示すように、左右２チャンネルの
入力音声信号ＳｉＬおよびＳｉＲの全体のレベル変動を検出するレベル変動検出部２９を
設ける。
【０１３９】
　また、この例の臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、第１の実施形態と同様に、臨場
音主体信号に対しては、可変ゲインアンプ２５０および２６０のゲイン値を固定ゲイン「
１」とする状態と、第２の実施形態のようにゲイン制御する状態とを有する。
【０１４０】
　そして、レベル変動検出部２９では、例えば左右２チャンネルの入力音声信号ＳｉＬお
よびＳｉＲを加算し、その加算信号についてレベル変動を検出し、その検出結果から、臨
場音レベル補正ゲイン生成部４０に切り替え制御信号ＳＷを供給する。
【０１４１】
　レベル変動検出部２９は、検出したレベル変動が、予め設定した小レベル範囲であると
きには、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０に対して、可変ゲインアンプ２５０および２
６０のゲイン値を固定ゲイン「１」とする状態にする切り替え制御信号ＳＷを供給する。
【０１４２】
　また、レベル変動検出部２９は、検出したレベル変動が、前記小レベル範囲を逸脱した
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ときには、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０に対して、可変ゲインアンプ２５０および
２６０に、ゲイン制御信号Ｇｓを供給する状態にする切り替え制御信号ＳＷを供給する。
【０１４３】
　これにより、この図１９の例によれば、入力音声信号のレベル変動が大きいときには、
自動的に第２の実施形態の状態になり、第１の実施形態のみの状態の問題点を回避するこ
とができる。
【０１４４】
　　＜第２の例＞
　この第２の例は、臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲに対しては、第１の実施形態の場
合や第１の例のように固定ゲインとすることはせず、声主体信号Ｓｖのゲイン制御に合わ
せて、ゲイン制御するようにする。これにより、全体のバランスを元の入力音声信号のま
まとして、自然な再生音声とすることができるようにする。
【０１４５】
　図２０は、この第２の例における臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の構成例を示すも
ので、この第２の例においては、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、遅延時定数処理
部４２からなる。
【０１４６】
　すなわち、この第２の例においては、遅延時定数処理部４２において、声主体信号Ｓｖ
に対するゲイン制御信号Ｇｖについて遅延時定数処理がなされて、臨場音主体信号ＳｓＬ
およびＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇｓが生成される。すなわち、声レベル補正ゲイン
に遅れて追従する時間遅れ特性を持った臨場音レベル補正ゲインを得ることができる。
【０１４７】
　この第２の例の場合における音量補正処理動作を、図２１の信号波形のタイミングチャ
ートを参照しながら説明する。
【０１４８】
　この図２１は、上述の第１の例の説明に用いた図１８と同様のものである。すなわち、
声主体信号Ｓｖおよび臨場音主体信号ＳｓＬまたはＳｓＲが、図２１（Ａ）および（Ｂ）
に示すようなレベル変動を有するとした場合には、ゲイン制御信号Ｇｖによる声主体信号
Ｓｖに対する声レベル補正ゲインは、図２１（Ｃ）に示すようなものとなる。
【０１４９】
　そして、このゲイン制御信号Ｇｖにより可変ゲインアンプ２４がゲイン制御され、その
結果、可変ゲインアンプ２４からの補正後声主体信号Ｓｖｃは、図２１（Ｅ）に示すよう
な一定レベルの信号になるようにされる。
【０１５０】
　一方、この第２の例では、臨場音主体信号ＳｓＬ及びＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇ
ｓは、図２１（Ｃ）に示されるゲイン制御信号Ｇｖが遅延時定数処理されて、図２１（Ｄ
）に示すように、ゲイン値が所定の時定数を持った時間遅れ特性で変化するものとなる。
【０１５１】
　このゲイン制御信号Ｇｓにより可変ゲインアンプ２５０および２６０がゲイン制御され
ることにより、可変ゲインアンプ２５０および２６０からの補正後臨場音主体信号ＳｓＬ
ｃおよびＳｓＲｃは、図２１（Ｆ）に示すようなものとなる。
【０１５２】
　この第２の例によれば、声主体信号Ｓｖを素早く適正レベルに遷移させる瞬間は、臨場
音レベル補正ゲインは変化させないで、臨場感が一定に保たれる。また、臨場音主体信号
ＳｓＬ、ＳｓＲは、遅れてゆっくりレベルが補正されるようになるので、ゲイン制御によ
り、レベル変化点で大きくレベルを変えることによる違和感を軽減することができる。こ
れにより、自然なレベル遷移を実現することができる。また、声主体信号Ｓｖと臨場音主
体信号ＳｓＬ、ＳｓＲとのバランスが、元の入力音声信号のバランスへと収束するので、
より自然な自動音量補正を実現できる。
【０１５３】
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　　＜第３の例＞
　上述の第２の例は、臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲは、声主体信号Ｓｖのゲイン制
御に合わせて、ゲイン制御するようにしたものである。したがって、声主体信号Ｓｖの補
正ゲインが、非常に大きくなったり、また、非常に小さくなったときにも、臨場音主体信
号ＳｓＬおよびＳｓＲに対する補正ゲインも、それに応じたものとなってしまう。
【０１５４】
　この第３の例は、第２の例の変形例であり、上記問題点を改善するものである。
【０１５５】
　図２２は、この第３の例における臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の構成例を示すも
ので、遅延時定数処理部４２の他に、上限補正ゲイン生成部４３と、下限補正ゲイン生成
部４４とが設けられる。
【０１５６】
　上限補正ゲイン生成部４３は、声主体信号Ｓｖについてのゲイン制御信号Ｇｖを入力信
号として受け、そのゲイン制御信号Ｇｖに、予め定めた基準値Ｋｕ（Ｋｕ＞１）を掛けて
上限補正ゲインＵＬを生成する。この例では、前記基準値Ｋｕは、Ｋｕ＝２とされる。そ
して、上限補正ゲイン生成部４３は、生成した上限補正ゲインＵＬを、遅延時定数処理部
４２に供給する。
【０１５７】
　また、下限補正ゲイン生成部４４は、声主体信号Ｓｖについてのゲイン制御信号Ｇｖを
入力信号として受け、そのゲイン制御信号Ｇｖに、予め定めた基準値Ｋｂ（Ｋｂ＜１）を
掛けて下限補正ゲインＢＬを生成する。この例では、前記基準値Ｋｂは、Ｋｂ＝０．５と
される。そして、下限補正ゲイン生成部４４は、生成した下限補正ゲインＢＬを、遅延時
定数処理部４２に供給する。
【０１５８】
　この第３の例における遅延時定数処理部４２においても、これに入力される声主体信号
Ｓｖに対するゲイン制御信号Ｇｖについて遅延時定数処理を行って、臨場音主体信号に対
するゲイン制御信号Ｇｓを得る。ただし、この第３の例においては、遅延時定数処理部４
２は、上限補正ゲインＵＬおよび下限補正ゲインＢＬを常に監視し、ゲイン制御信号Ｇｓ
が、常に、上限補正ゲインＵＬ≧Ｇｓ≧下限補正ゲインＢＬとなるように制限する。
【０１５９】
　この第３の例の場合における音量補正処理動作を、図２３の信号波形のタイミングチャ
ートを参照しながら説明する。
【０１６０】
　この図２３は、上述の第２の例の説明に用いた図２１と同様のものである。すなわち、
声主体信号Ｓｖおよび臨場音主体信号ＳｓＬまたはＳｓＲが、図２３（Ａ）および（Ｂ）
に示すようなレベル変動を有するとした場合には、ゲイン制御信号Ｇｖによる声主体信号
Ｓｖに対する声レベル補正ゲインは、図２３（Ｃ）に示すようなものとなる。
【０１６１】
　そして、このゲイン制御信号Ｇｖにより可変ゲインアンプ２４がゲイン制御され、その
結果、可変ゲインアンプ２４からの補正後声主体信号Ｓｖｃは、図２３（Ｅ）に示すよう
な一定レベルの信号になるようにされる。
【０１６２】
　一方、この第３の例では、臨場音主体信号ＳｓＬ及びＳｓＲに対するゲイン制御信号Ｇ
ｓは、図２３（Ｃ）に示されるゲイン制御信号Ｇｖが遅延時定数処理されて、図２３（Ｄ
）に示すように、ゲイン値が所定の時定数を持った時間遅れ特性で変化するものとなる。
そして、図２３（Ｄ）に示されるように、この場合のゲイン制御信号Ｇｓは、上限補正ゲ
インＵＬより大きくならず、また、下限補正ゲインＢＬより小さくならないように制限さ
れる。
【０１６３】
　すなわち、図２３（Ｄ）に示すように、時点ｔ１から時点ｔ２までの区間では、ゲイン
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制御信号Ｇｓは、上限補正ゲインＵＬ≧Ｇｓ≧下限補正ゲインＢＬを満足しているので、
第２の例の場合（図２１（Ｄ））と同様となる。
【０１６４】
　しかし、時点ｔ２を過ぎた時点になると、下限補正ゲインＢＬが時点ｔ２前の値よりも
大きくなり、ゲイン値Ｇｓが当該下限補正ゲインＢＬ以下となってしまう。そこで、遅延
時定数処理部４２では、時点ｔ２において、ゲイン値Ｇｓを下限補正ゲインＢＬとし、当
該下限補正ゲインＢＬを始点としてゲイン制御信号Ｇｖについての遅延時定数処理を開始
するようにする。
【０１６５】
　また、図２３の例では、時点ｔ３を過ぎた時点になると、上限補正ゲインＵＬが時点ｔ
３前の値よりも低くなり、ゲイン値Ｇｓが当該上限補正ゲインＵＬ以上となってしまう。
そこで、遅延時定数処理部４２では、時点ｔ３において、ゲイン値Ｇｓを上限補正ゲイン
ＵＬとし、当該上限補正ゲインＵＬを始点としてゲイン制御信号Ｇｖについての遅延時定
数処理を開始するようにする。
【０１６６】
　このゲイン制御信号Ｇｓにより可変ゲインアンプ２５０および２６０がゲイン制御され
ることにより、可変ゲインアンプ２５０および２６０からの補正後臨場音主体信号ＳｓＬ
ｃおよびＳｓＲｃは、図２３（Ｆ）に示すようなものとなる。
【０１６７】
　この第３の例によれば、声主体信号レベルに対して臨場音主体信号のレベルが大きく開
いてしまうことがないため、声レベルの変化量が多い場合にも自然なレベル遷移を実現す
ることができるようになる。また、声主体信号Ｓｖと臨場音主体信号ＳｓＬ、ＳｓＲとの
バランスが、オリジナルバランスへと収束するため、より自然な自動音量補正を実現でき
る。
【０１６８】
　さらに、声主体信号Ｓｖの補正ゲインが、非常に大きくなったり、また、非常に小さく
なったときにも、臨場音主体信号ＳｓＬおよびＳｓＲに対する補正ゲインＧｓは、所定の
レベル範囲に制限されるので、これも、自然な自動音量補正の実現に寄与する。
【０１６９】
　なお、上述の第３の例の説明では、上限補正ゲインと、下限補正ゲインの両方を設定す
るようにしたが、そのいずれか一方のみを設定して、ゲインレベル範囲制限を行うように
しても良い。
【０１７０】
　なお、上述の説明では、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の第１の例～第３の例は、
それぞれ単独で設けて、臨場音主体信号に対するゲイン制御信号Ｇｓを生成するようにし
た。しかし、第１の実施形態における臨場音主体信号については、固定ゲイン「１」にす
る場合と、前述の臨場音レベル補正ゲイン生成部４０の第１の例～第３の例との４種をそ
れぞれ音量補正部１８に設けておき、それを切り替えることができるようにしてもよい。
【０１７１】
　その切り替え方法としては、操作手段に切り替え操作部を設け、ユーザが適宜、手動で
切り替える方法の他、次のように自動的に切り替える方法を採用することができる。
【０１７２】
　例えば、テレビ放送信号に含まれるＥＰＧ（Electronic　Programming　Guide；電子番
組ガイド）情報を用いて自動切り替えする方法を採用できる。すなわち、例えばドラマ、
スポーツ、バラエテイーなどの放送番組のジャンルに対して、臨場音レベル補正ゲイン生
成部４０の４種の例のうちの最適と考えられる方法を対応つけるテーブルを作成しておく
。そして、テレビ放送信号からＥＰＧ情報を検出して、放送番組のジャンルを検出し、前
記テーブルを参照することで、４種のうちの最適な臨場音レベル補正ゲイン生成手法に切
り替え設定するようにする。
【０１７３】
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　また、例えばＤＶＤコンテンツに、予め、前記４種のうちの最適な臨場音レベル補正ゲ
イン生成手法を特定する識別情報を記録しておく。一方、ＤＶＤ再生装置には、この識別
情報と、４種の臨場音レベル補正ゲイン生成手法との対応情報を保持するようにする。そ
して、再生時に、ＤＶＤ再生装置は、ＤＶＤから前記識別情報を取得し、その取得した識
別情報により前記対応情報を参照することで、いずれの臨場音レベル補正ゲイン生成手法
を用いるかを決定するようにする。
【０１７４】
　なお、ＥＰＧ情報の一部に、放送番組毎に同様の臨場音レベル補正ゲイン生成手法を特
定する識別情報を含めておくことにより、テレビ放送番組についても、同様にして、いず
れの臨場音レベル補正ゲイン生成手法を用いるかを決定するようにすることができる。
【０１７５】
　［他の実施形態］
　　＜他の分離例＞
　上述の第１、第２の実施形態では、第１成分主体信号は、声主体信号とし、他の成分を
主体とする信号は、臨場音主体信号としたが、この発明は、このような分離の方法に限ら
れるわけではない。例えば、入力音声信号の中域成分と、当該中域成分以外の帯域成分と
に分離し、それぞれに対して、互いに異なる第１のゲイン制御態様および第２のゲイン制
御態様のゲイン制御を行うようにすることもできる。
【０１７６】
　また、以上の実施形態では、音声信号は、左右２チャンネルの場合であったが、この発
明の音量補正対象の音声信号は、モノーラル音声信号であっても良いことは言うまでもな
い。
【０１７７】
　図２４は、入力音声信号の他の分離例を示すものであり、モノーラルの入力音声信号を
上記のように周波数帯域により分離する例である。なお、この図２４の例は、上述した第
２の実施形態に適用した場合の例である。第１の実施形態に適用することも勿論できる。
【０１７８】
　すなわち、図２４に示すように、この例の場合の分離部５０においては、モノーラル入
力音声信号Ｓｉは、音声信号の中域成分を抽出するためのバンドパスフィルタ５１に供給
されて、これより音声信号の中域成分のみからなる中域主体信号Ｓｍを得る。この中域主
体信号Ｓｍは、可変ゲインアンプ５３に供給される。
【０１７９】
　そして、バンドパスフィルタ５１からの中域主体信号Ｓｍを、減算部５２に供給して、
入力音声信号Ｓｉから減算することにより、入力音声信号Ｓｉの高域・低域成分主体信号
Ｓｈｌを得る。この高域・低域成分主体信号Ｓｈｌは、可変ゲインアンプ５４を通じて加
算部５５に供給される。
【０１８０】
　そして、この例においては、バンドパスフィルタ５１からの中域主体信号Ｓｍを中域レ
ベル補正ゲイン生成部５６に供給する。中域レベル補正ゲイン生成部５６は、この例では
、中域主体信号Ｓｍの平均レベルを検出し、当該平均レベルが基準レベルとなるようにす
ることにより、中域主体信号Ｓｍの出力レベルを一定レベルとするようにするためのゲイ
ン制御信号Ｇｍを生成する。このゲイン制御信号Ｇｍは、中域レベル補正ゲインとなる。
【０１８１】
　そして、中域レベル補正ゲイン生成部５６は、生成したゲイン制御信号Ｇｍを可変ゲイ
ンアンプ５３に供給して、中域主体信号Ｓｍを、その出力レベルを一定レベルとするよう
にゲイン制御する。
【０１８２】
　また、この例では、中域レベル補正ゲイン生成部５６で生成されたゲイン制御信号Ｇｍ
は、高域・低域レベル補正ゲイン生成部５７に供給される。高域・低域レベル補正ゲイン
生成部５７では、上述した第２の実施形態の場合と同様にして、高域・低域主体信号につ



(20) JP 4844622 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

いてのゲイン制御信号Ｇｈｌ（高域・低域レベル補正ゲイン）を生成する。
【０１８３】
　そして、高域・低域レベル補正ゲイン生成部５７は、生成したゲイン制御信号Ｇｈｌを
可変ゲインアンプ５４に供給して、高域・低域主体信号Ｓｈｌを、上述した第２の実施形
態と同様にして、ゲイン制御する。
【０１８４】
　こうして、加算部５５からは、第１のゲイン制御態様でゲイン補正された中域主体信号
と、第２のゲイン制御態様でゲイン補正された高域・低域主体信号とが加算された出力音
声信号Ｓｏが得られる。
【０１８５】
　したがって、この図２４の例においても、上述の実施形態と同様にして、ゲイン制御に
よる音量レベルの揺れを目立たなくした自動音量補正ができる。
【０１８６】
　音声信号の分離例としては、この図２４の他にも、例えば低域と高域との２つに周波数
帯域分離する方法など、その他種々のものが可能である。また、２つに分離するのではな
く、３つ以上に分離するようにして良い。その場合、３つ以上の信号成分のうちの１つに
ついては第１のゲイン制御態様とし、他の信号成分のすべてについては第２のゲイン制御
態様とするようにしてもよいし、他の信号成分についても、２つ以上の異なるゲイン制御
態様とするようにしても良い。
【０１８７】
　　＜マルチチャンネルの場合＞
　また、最近は、音声信号は５．１チャンネルのサラウンド音声信号など、３チャンネル
以上のマルチチャンネルの場合もある。このようなマルチチャンネルの場合には、入力音
声信号は、既に分離されていることになる。そして、マルチチャンネルのうちに、センタ
ーチャンネルが存在する場合には、当該センターチャンネルを上述の実施形態の声主体信
号とすることができる。
【０１８８】
　図２５は、入力音声信号が５．１チャンネルのサラウンド音声信号である場合における
音量補正装置の概要を説明するための図である。
【０１８９】
　すなわち、この例においては、前方左右チャンネルの音声信号ＦＬｉ，ＦＲｉは、可変
ゲインアンプ６１，６２に供給される。また、後方左右チャンネルの音声信号ＲＬｉ，Ｒ
Ｒｉは、可変ゲインアンプ６３，６４に供給される。また、センターチャンネルの音声信
号Ｃｉは、可変ゲインアンプ６５に供給される。さらに、低域専用チャンネルの音声信号
ＬＦＥ（Ｌｏｗ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｅｆｆｅｃｔ）は、可変ゲインアンプ６６に供給
される。
【０１９０】
　センターチャンネルの音声信号Ｃｉは、また、声レベル補正ゲイン生成部６７に供給さ
れる。この声レベル補正ゲイン生成部６７は、図１４に示した声レベル補正ゲイン生成部
３０と同様の構成を備え、ゲイン制御信号Ｇｖを生成する。そして、声レベル補正ゲイン
生成部６７で生成されたゲイン制御信号Ｇｖは、センターチャンネル用の可変ゲインアン
プ６５に供給される。
【０１９１】
　声レベル補正ゲイン生成部６７で生成されたゲイン制御信号Ｇｖは、また、臨場音レベ
ル補正ゲイン生成部６８に供給される。この臨場音レベル補正ゲイン生成部６８は、図１
４に示した臨場音レベル補正ゲイン生成部４０と同様の構成を備え、ゲイン制御信号Ｇｓ
を生成する。そして、臨場音レベル補正ゲイン生成部６８で生成されたゲイン制御信号Ｇ
ｓは、センターチャンネル以外用の可変ゲインアンプ６１～６４、６６に供給される。
【０１９２】
　そして、可変ゲインアンプ６１～６６のそれぞれから出力音声信号ＦＬｏ、ＦＲｏ、Ｒ
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Ｌｏ、ＲＲｏ、Ｃｏ、ＬＦｏが得られ、それぞれ用のスピーカにより放音されるようにさ
れる。
【０１９３】
　この図２５の例によれば、５．１チャンネルの入力音声信号ＦＬｉ、ＦＲｉ、ＲＬｉ、
ＲＲｉ、Ｃｉ、ＬＦｉのうちのセンターチャンネルの音声信号Ｃｉが、ゲイン制御信号Ｇ
ｖにより第１のゲイン制御態様でゲイン制御される。一方、５．１チャンネルの入力音声
信号ＦＬｉ、ＦＲｉ、ＲＬｉ、ＲＲｉ、Ｃｉ、ＬＦｉのうちのセンターチャンネル以外の
音声信号は、ゲイン制御信号Ｇｓにより、前記第１のゲイン制御態様とは異なる第２のゲ
イン制御態様でゲイン制御される。
【０１９４】
　そして、５．１チャンネルの出力音声信号ＦＬｏ、ＦＲｏ、ＲＬｏ、ＲＲｏ、Ｃｏ、Ｌ
Ｆｏが、それぞれ別々のスピーカにより音響再生されて、音響的に合成されることにより
、第１のゲイン制御態様による音揺れが軽減され、違和感を生じないものとなる。
【０１９５】
　なお、図２５の例においては、センターチャンネル以外の音声信号は、すべてゲイン制
御信号Ｇｓにより、第２のゲイン制御態様でゲイン制御するようにしたが、各チャンネル
毎に、異なる他のゲイン制御態様で、それぞれゲイン制御するようにしても良い。また、
センターチャンネル以外の音声信号を２つ以上にグループ分けし、そのグループ毎に異な
るゲイン制御態様でゲイン制御するようにしても良い。
【０１９６】
　なお、５．１チャンネルのマルチチャンネルの音声信号がダウンミックスされて、２チ
ャンネルとして２個のスピーカで音響再生する場合もある。その場合には、ダウンミック
スの結果得られた２チャンネルの音声信号に対して、上述した第１の実施形態または第２
の実施形態を適用すればよい。
【０１９７】
　また、ダウンミックスを行う場合においても、５．１チャンネルの音声信号のセンター
チャンネルの音声信号を用いて、ゲイン制御する図２６に示すような構成としても良い。
【０１９８】
　図２６は、入力音声信号が５．１チャンネルのサラウンド音声信号がダウンミックスさ
れて、出力が２チャンネルとされる場合における音量補正装置の実施形態の概要を説明す
るための図である。なお、この図２４の例は、上述した第２の実施形態に適用した場合の
例である。第１の実施形態に適用することも勿論できる。
【０１９９】
　すなわち、図２６の例においては、５．１チャンネルのサラウンド音声信号ＦＬｉ、Ｆ
Ｒｉ、ＲＬｉ、ＲＲｉ、Ｃｉ、ＬＦｉのそれぞれが、ダウンミックス部７１に供給されて
、左右２チャンネルの音声信号Ｌｉ，Ｒｉとされる。また、この例においては、ダウンミ
ックス部７１は、センターチャンネルの音声信号Ｃｉは、そのまま出力する。
【０２００】
　このダウンミックス部７１からの左右２チャンネルの音声信号Ｌｉ，Ｒｉは、それぞれ
可変ゲインアンプ７２，７３に供給される。そして、この可変ゲインアンプ７２および７
３の出力信号は、加算部７７および７８に供給される。
【０２０１】
　また、ダウンミックス部７１からのセンターチャンネルの音声信号Ｃｉは、可変ゲイン
アンプ７４に供給される。そして、この可変ゲインアンプ７４の出力信号が加算部７７及
び７８に供給される。この加算部７７および７８から、２チャンネル出力音声信号ＳｏＬ
およびＳｏＲを出力する。
【０２０２】
　ダウンミックス部７１からのセンターチャンネルの音声信号Ｃｉは、さらに、声レベル
補正ゲイン生成部７５に供給される。この声レベル補正ゲイン生成部７５は、図１４に示
した声レベル補正ゲイン生成部３０と同様の構成を備え、ゲイン制御信号Ｇｖを生成する
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。そして、声レベル補正ゲイン生成部７５で生成されたゲイン制御信号Ｇｖは、センター
チャンネル用の可変ゲインアンプ７４に供給される。
【０２０３】
　声レベル補正ゲイン生成部７５で生成されたゲイン制御信号Ｇｖは、また、臨場音レベ
ル補正ゲイン生成部７６に供給される。この臨場音レベル補正ゲイン生成部７６は、図１
４に示した臨場音レベル補正ゲイン生成部４０と同様の構成を備え、ゲイン制御信号Ｇｓ
を生成する。そして、臨場音レベル補正ゲイン生成部７６で生成されたゲイン制御信号Ｇ
ｓは、可変ゲインアンプ７２、７３に供給される。
【０２０４】
　この図２６の例においても、上述と同様の作用効果を奏する。
【０２０５】
　　＜非リアルタイム処理＞
　以上の実施形態は、入力音声信号について、リアルタイムで声平均レベルや声以外平均
レベルを検出して、ゲイン制御するようにした場合である。しかし、この発明は、リアル
タイム処理の場合のみに適用されるわけではない。
【０２０６】
　例えば記録媒体に記録された音声信号について、ゲイン制御信号ＧｖやＧｓを生成して
、それを記録信号に対応付けて記録するようにすることもできる。その場合には、再生時
には、当該記録されているゲイン制御信号ＧｖやＧｓを用いて、再生音声信号を音量制御
するようにすることができる。
【０２０７】
　図２７は、例えばハードディスクやＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄ
ｉｓｃ）などの記録媒体に、テレビ放送信号を記録することができる記録再生装置に、こ
の発明を適用した場合のブロック図である。
【０２０８】
　すなわち、この図２７の例の記録再生装置８０においては、放送記録系８１と、再生系
８２と、レベル補正ゲイン生成部８３と、制御部８４と、操作部８５とを備える。操作部
８５は、例えばリモコン送受信部からなる。制御部８４は、例えばマイクロコンピュータ
を搭載して構成され、操作部８５からの操作入力に応じた制御を、記録再生装置８０の各
部に対して行う。
【０２０９】
　レベル補正ゲイン生成部８３は、上述した図１に示した第１の実施形態を適用した場合
であれば、センター集中定位信号検出部２１と、声レベル補正ゲイン生成部３０からなる
。また、上述の図１４に示した第２の実施形態を適用した場合であれば、センター集中定
位信号検出部２１と、声レベル補正ゲイン生成部３０と、臨場音レベル補正ゲイン生成部
４０とからなる。
【０２１０】
　操作部８５を通じてユーザにより記録指示操作があると、制御部８４は、放送記録系８
１を制御して、記録指示された放送番組の記録を実行する。
【０２１１】
　放送記録系８１においては、放送受信部８１１で記録指示された放送番組の放送波信号
を受信し、デコード部８１２に供給する。デコード部８１２では、この例では、受信信号
から映像信号Ｖ１と、音声信号Ａ１とがデコードされて出力される。ここで、音声信号Ａ
１は、例えば左右２チャンネル音声信号とされる。
【０２１２】
　このデコード部８１２からの映像信号Ｖ１および音声信号Ａ１は、記録エンコード部８
１３で記録エンコードされた後、書き込み部８１５を通じて記録媒体８１６に記録される
。記録媒体８１６は、例えばハードディスク装置が用いられる。
【０２１３】
　操作部８５には、この例では、記録媒体８１６に記録されている放送番組コンテンツを
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指定するためのキーおよびレベル補正ゲイン生成指示キーが設けられている。ユーザによ
り、記録されている放送番組コンテンツの指定がなされ、レベル補正ゲイン生成指示キー
が操作されると、制御部８４は、指定された放送番組コンテンツの音声信号についての再
生音量を適正にするためのレベル補正ゲイン生成処理を実行するようにする。
【０２１４】
　すなわち、制御部８４は、前記レベル補正ゲイン生成指示キーの操作入力に基づき、再
生系の読み出し部８２１と、再生デコード部８２２と、レベル補正ゲイン生成部８３およ
び書き込み部８１５を動作状態に制御する。
【０２１５】
　そして、制御部８４は、読み出し部８２１を制御して、記録媒体８１６から指定された
放送番組の記録信号を読み出す。読み出し部８２１は、読み出した記録信号を再生デコー
ド部８２２に供給する。再生デコード部８２２は、記録信号を再生デコードして、再生映
像信号Ｖ２および再生音声信号Ａ２を出力する。
【０２１６】
　この再生デコード部８２２からの再生音声信号Ａ２は、レベル補正ゲイン生成部８３に
供給される。このレベル補正ゲイン生成部８３では、上述の第１の実施形態または第２の
実施形態で説明したようにして、ゲイン制御信号ＧｖやＧｓが生成される。
【０２１７】
　そして、レベル補正ゲイン生成部８３は、生成したゲイン制御信号ＧｖやＧｓを書き込
み部８１５に供給する。書き込み部８１５は、制御部８４の制御を受けながら、レベル補
正ゲイン生成部８３からのゲイン制御信号ＧｖやＧｓを、再生中の記録信号に対応付けて
記録媒体８１６に記録するようにする。
【０２１８】
　次に、操作部８５を通じてユーザにより再生指示操作があると、制御部８４は、再生系
８２を制御して、再生指示された放送番組の再生を実行する。
【０２１９】
　すなわち、制御部８４は、読み出し部８２１を制御して、記録媒体８１６から指定され
た放送番組の記録信号と、対応付けられて記録されているゲイン制御信号ＧｖやＧｓとを
読み出す。読み出し部８２１は、読み出した記録信号を再生デコード部８２２に供給する
と共に、読み出したゲイン制御信号ＧｖやＧｓをゲイン制御信号再生部８２６に供給する
。
【０２２０】
　再生デコード部８２２は、記録信号を再生デコードして、再生映像信号Ｖ２および再生
音声信号Ａ２を得る。そして、再生映像信号Ｖ２を映像信号処理部８２３を通じ、映像出
力端８２７を通じて出力する。出力端８２７には、表示装置が接続され、その表示画面に
、放送番組の再生映像が映出される。
【０２２１】
　また、再生デコード部８２２からの再生音声信号は、音声信号処理部８２４を通じて音
量補正部８２５に供給される。この音量補正部８２５は、図１の第１の実施形態の場合で
あれば、声レベル補正ゲイン発生部３０が除去された構成とされ、また、図１４の第２の
実施形態の場合であれば、声レベル補正ゲイン発生部３０および臨場音レベル補正部４０
が除去された構成とされる。
【０２２２】
　一方、ゲイン制御信号再生部８２６では、読み出し部８２１からの信号から、ゲイン制
御信号ＧｖやＧｓが再生される。そして、ゲイン制御信号再生部８２６は、再生したゲイ
ン制御信号ＧｖやＧｓを音量補正部８２５に供給して、上述の実施形態で説明したように
してゲイン制御するようにする。したがって、音量補正部８２５から得られる音声信号は
、上述した第１の実施形態および第２の実施形態と同様にして、自動音量補正しても違和
感の生じないものとなる。
【０２２３】
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　この音量補正部８２５からの再生音声信号は、音声出力端８２８を通じて、スピーカに
供給される。
【０２２４】
　なお、この図２７の例においては、レベル補正ゲイン生成部８３では、上述した第１の
実施形態または第２の実施形態と同様の構成としたが、この図２７の例は、リアルタイム
処理である必要は無いので、処理時間はかかるが、より高精度の構成とすることもできる
。
【０２２５】
　例えば、記録再生装置８０が、十分なバッファ容量および処理能力を持った構成である
場合には、音声信号の自己相関をとりながら、ピッチ検出をして人声信号が含まれる人声
主体信号を検出するようにすることもできる。また、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ
　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）によるスペクトル包絡のケプストラム解析を行なうなどして、よ
り、精密に、人声信号が含まれる人声主体信号を検出することもできる。
【０２２６】
　なお、図２７の例では、非リアルタイムでの処理においては、ゲイン制御信号ＧｖやＧ
ｓを生成して、記録信号に対応付けて記録するようにした。しかし、記録信号のうちの音
声信号に対して、非リアルタイム処理により、上述のようなゲイン制御による音量補正処
理を実行し、当該音量補正処理をした音声信号を、記録媒体に記録する（記録し直す）よ
うにしてもよい。この場合には、上述のような高精度の構成を用いて音声信号についての
ゲイン制御ができる。
【０２２７】
　また、図２７の例は、音声信号について非リアルタイム処理でゲイン制御信号を生成す
る記録再生装置であるが、記録する音声信号に対して、上述した第１の実施形態や第２の
実施形態を適用して、リアルタイムで音量補正処理をする記録再生装置としても良い。
【０２２８】
　その場合の記録再生装置は、デコード部８１２でデコードした音声信号について、上述
した第１の実施形態や第２の実施形態を適用してリアルタイムで音量補正処理をする。そ
して、その音量補正した音声信号を記録エンコード部８１３を通じて記録するようにする
。このようにする記録再生装置の場合には、ゲイン制御信号ＧｖやＧｓを記録信号に対応
付けて記録する必要はないので、レベル補正ゲイン生成部８３は不要となる。また、再生
系８２にレベル補正ゲイン抽出部８２６や音量補正部８２５を設ける必要はない。
【０２２９】
　［その他の実施形態ないし変形例］
　上述の第１および第２の実施形態では、声レベル補正ゲイン生成部３０では、声主体信
号の平均レベルが基準値となるようにすることにより、声主体信号の出力レベルを一定レ
ベルにするようにした。しかし、声主体信号についてのゲイン制御態様としては、入力音
声信号の全体レベルが基準値となるようなゲイン制御であってもよい。
【０２３０】
　なお、上述の第２の実施形態では、声レベル補正ゲイン生成部３０からの出力ゲイン制
御信号Ｇｖを、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０に供給して、ゲイン制御信号Ｇｖに対
して更なる処理を加えることで、ゲイン制御態様を変更するようにした。しかし、第１の
ゲイン制御態様と、第２のゲイン制御態様とは、このような従属関係にする必要はない。
要は、第１成分主体信号についての第１のゲイン制御態様と、第１成分以外の他の音声成
分主体信号についての第２のゲイン制御態様とが、上述の例のように異なる態様であれば
よい。
【０２３１】
　また、分離部における音声分離の他の方法についても説明したように、声主体信号は第
１成分主体信号の一例であり、臨場音主体信号は、第１成分以外の他の音声成分主体信号
の一例である。第１成分主体信号と第１成分以外の他の音声成分主体信号とは、入力音声
信号における、その他、種々の信号を対象とすることができる。上述のマルチチャンネル
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の１つのチャンネルを第１成分主体信号とし、他のチャネルを第１成分以外の他の音声成
分主体信号とするのも、その一例である。
【０２３２】
　なお、上述の説明では、センター集中定位信号検出部２１や声レベル補正ゲイン生成部
３０、臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、デスクリートの回路部からなるハードウエ
ア構成としたが、ＤＳＰ（Digital　Signal　Processor）を用いた構成としてもよい。
【０２３３】
　また、センター集中定位信号検出部２１や声レベル補正ゲイン生成部３０、臨場音レベ
ル補正ゲイン生成部４０は、コンピュータのプログラムによるソフトウエア処理の構成と
することもできることは言うまでもない。その場合には、例えば図２の例においては、声
レベル補正ゲイン生成部３０や臨場音レベル補正ゲイン生成部４０は、制御部１０がソフ
トウエア処理機能として備える。そして、図２において、点線で示したように、この制御
部１０からのゲイン制御信号により、音量補正部１８が備える可変ゲインアンプをゲイン
制御する。
【０２３４】
　なお、音声信号を、デジタル信号処理とするのであれば、可変ゲインアンプを含めた音
量補正部１８の全てをソフトウエア処理として構成することもできるものである。
【０２３５】
　なお、この発明による音量補正装置が適用される電子機器は、図２に示したテレビ放送
受信装置に限られるものではないことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０２３６】
【図１】この発明による音量補正装置の第１の実施形態を説明するためのブロック図であ
る。
【図２】この発明による音量補正装置が適用される電子機器の例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図３】この発明による音量補正装置の第１の実施形態の動作説明のために用いる波形図
である。
【図４】図１の実施形態におけるセンター集中定位信号生成部の構成例を示すブロック図
である。
【図５】図１の実施形態におけるセンター集中定位信号生成部の他の構成例を示すブロッ
ク図である。
【図６】図５の例のセンター集中定位信号生成部の一部の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図７】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図８】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図９】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図１０】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図１１】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図１２】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図１３】図６の構成例の各部を説明するために用いる図である。
【図１４】この発明による音量補正装置の第２の実施形態を説明するためのブロック図で
ある。
【図１５】第２の実施形態における臨場音レベル補正ゲイン生成部の第１の構成例を示す
ブロック図である。
【図１６】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第１の構成例を説明するために用いる図であ
る。
【図１７】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第１の構成例における処理動作を説明するた
めのフローチャートを示す図である。
【図１８】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第１の構成例を用いたこの発明による音量補
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正装置の第２の実施形態の動作説明のために用いる波形図である。
【図１９】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第１の構成例を用いたこの発明による音量補
正装置の第２の実施形態の変形例を示すブロック図である。
【図２０】第２の実施形態における臨場音レベル補正ゲイン生成部の第２の構成例を示す
ブロック図である。
【図２１】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第２の構成例を用いたこの発明による音量補
正装置の第２の実施形態の動作説明のために用いる波形図である。
【図２２】第２の実施形態における臨場音レベル補正ゲイン生成部の第３の構成例を示す
ブロック図である。
【図２３】臨場音レベル補正ゲイン生成部の第３の構成例を用いたこの発明による音量補
正装置の第２の実施形態の動作説明のために用いる波形図である。
【図２４】この発明による音量補正装置の他の実施形態を説明するためのブロック図であ
る。
【図２５】この発明による音量補正装置の他の実施形態を説明するためのブロック図であ
る。
【図２６】この発明による音量補正装置の他の実施形態を説明するためのブロック図であ
る。
【図２７】この発明による音量補正装置が適用される他の電子機器の例を示す図である。
【図２８】従来の音量補正装置を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
【０２３７】
　２０，５０…分離部、２１…センター集中定位信号検出部、２４，２５０，２６０…可
変ゲインアンプ、２５，２６…固定ゲインアンプ、３０…声レベル補正ゲイン生成部、４
０…臨場音レベル補正ゲイン生成部、２７，２８…加算部

【図１】 【図２】
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